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寒い季節は感染症が流行しやすい時期です。感染症についての予防や早めの治療、注意点について知

る事で、寒さに負けず元気に冬を乗り切りましょう！ 

ノロウイルス 
ノロウイルスは、牡蠣やしじみ、あさ

り、ホタテ等の二枚貝の消化管に潜んで

いて、食べた人の腸内で増えます。微量

の菌でも感染し、１～２日の潜伏期間を

置いて、悪寒、発熱、下痢、嘔吐、腹痛

などの症状が出ます。特に牡蠣は消化管

を含めて生で食べることが多いので、発

症の可能性が高くなります。症状が出た

ら、すぐ医師にかかりましょう。症状が

治まっても２～３週間は便の中にウイル

スが出ることがあります。二次感染をし

ないよう、十分な注意が必要です。 

下痢の症状があれば、入浴は一番最後に

するか、シャワーだけにしたほうがよい

でしょう。食事は油物を避け、野菜スー

プや味噌汁などの温かい物を薄味にして

出しましょう。また、りんごやにんじん

には整腸作用があるので、りんごのすり

おろしを与えたり、にんじんをおかゆに

混ぜたりして調理するのもお勧めです。

毎日の予防には、調理前の十分な手洗い

はもちろん、調理器具を塩素系の漂白剤

に浸けたり、熱湯をかけて消毒をした

り、食品を熱湯で１分以上加熱したりす

ることが効果的です。 

◆ロタウイルス◆ 
冬から春先に大流行する感染性胃腸炎で、激しい嘔吐、

白くて水っぽい下痢などの症状が出ます。水分を取りた

がらない、おしっこの量が少ない、または半日以上出て

いない、目の周りがくぼんでいるなどの症状が出た場合

は、すぐに医師にかかりましょう。おもちゃの消毒や、

おむつ替えの後の手洗いも、感染予防に効果的です。ま

た、予防のためのワクチンもありますが、接種年齢に制

限があるので注意してください。 

嘔吐下痢症 
嘔吐下痢症（おうとげりしょう）は、突然

吐き出したり、激しい下痢を１日に何度も

繰り返したりします。特に乳幼児がかかり

やすく、脱水症状からひきつけを起こすな

ど、重症化することがあります。激しくぐ

ずる、一日中ぐったりと寝ている、唇や口

の中が乾いている、おしっこの量が減って

いるなどの症状が見られたら、すぐ医師に

かかりましょう。タオルやハンカチなどの

共有を避け、手洗い・うがいをこまめに行

うことが感染予防につながります。 
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